
様式2　　【引き続き指定管理者とするかどうか】
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指　定　管　理　者　管　理　運　営　状　況　検　証　調　書　②

所在地

指定期間

香川県聴覚障害者福祉センター

（公社）香川県聴覚障害者協会

〒761-8074
高松市太田上町405-1

令和３年４月１日～
令和８年３月３１日

身体障害者福祉法（昭和24年法律283号）第34条に規定する視聴覚障害者情報提供施設（聴覚障害者情報提供施設）
として、聴覚障害者用の録画物を作成し、聴覚障害者の利用に供するとともに、相談に応じる等の事業を実施し、聴覚
障害者の福祉の増進を図る。

平成6年4月
鉄筋コンクリート造3階建

　692.23㎡
設置年月日

指定管理

　当該施設の主たる利用者である聴覚障害者で組織されている団体であり、聴覚障害の特性を十分に理解し、利用者の
様々なニーズに適切に応える施設管理が期待できる。
　また、平成18年度から当該施設の指定管理者として管理実績があり、包括協定の仕様書に定められた事業が適切に
実施されており、今後も適切な管理及び事業の実施が期待できる。
　さらに、手話通訳士を複数有する専門性の高い団体は協会以外になく、また、協会は、県の施策と一体的に聴覚障害
者の福祉向上のための事業を行っており、施設の有効利用がより図られる。

　上記から、今後も、非公募で引き続き、現委託先を指定管理者とすることが適当である。

１　運営経費の比較
　経費面は、直営と比較して、令和６年度で22,078千円の節減となっており、指定管理者制度を継続する方が有利で
あると考えられる。

 2　事業の実施内容
　上記のとおり、利用者サービスの向上が図られている。

　上記1及び2から、今後も引き続き指定管理者制度を継続する。

非公募

令和3年度　29,763千円
令和4年度　29,890千円
令和5年度　29,649千円
令和6年度　32,431千円
令和7年度　33,282千円

１　利用促進に向けた取組み
　センターだより（年4回）やホームページでの広報のほか、協会発行の「ろうあ新聞」（毎月）での情報提供が有効
に実施され利用促進が図られている。

2   新規事業の提供
　令和３年度から手話普及啓発事業を開始し、各小中学校へ出前講座を開始するほか、令和６年度からは中讃西讃地域
での手話通訳者不足を解消するために手話通訳者養成事業を自主財源で開始するなど、新規事業に積極的に取り組んで
いる。

3　利用者サービスの向上
　センターの年間事業計画を年度前に利用団体に周知し、円滑かつ効率的に施設を利用できるように利用調整を行って
いる。また、利用者からの苦情・要望について、迅速な対応に努めるとともに、聴覚障害の特性を理解し、当事者の立
場からきめ細やかに対応するなど、利用者へのサービスの向上に取り組んでいる。

１　施設の維持管理に関すること
２　施設の利用の許可に関すること
３　施設の設置目的に係る業務に関すること
４　その他施設の管理運営に必要な業務に関するこ
     と

県からの
委託料


